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０．はじめに 
 「平成２４年度建設副産物実態調査 利用量・搬出先調査票入力システム」（以下、

「Ｈ２４センサス入力システム」という。）は、国土交通省が実施する「平成２４年

度建設副産物実態調査」（以下、「Ｈ２４センサス」という。）における「利用量・搬

出先調査票」の書類の作成のためのデータ登録等の機能を有するシステムとして、開

発しました。 
 Ｈ２４センサスにおける「利用量・搬出先調査票」は、前回のＨ２０センサスと同

様に調査項目を必要最低限に絞込み、簡略化した様式になっています。そのため、「再

生資源利用〔促進〕計画書（実施書）」、建設リサイクル法の「第１１条通知様式」、「建

設リサイクルガイドライン様式」としては利用できません。これらの様式を作成に該

当する工事の場合、Ｈ２４センサスに対応した「建設副産物情報交換システム」※１

（以下、「ＣＯＢＲＩＳ」という。）や「建設リサイクルデータ統合システム」※２（以

下、「ＣＲＥＤＡＳ入力システム」という。）を用いて詳細データを作成してください。 
 これらのシステムを利用した場合は、「Ｈ２４センサス入力システム」で改めて作

成・提出する必要はありません。同システムをご利用いただくことにより、Ｈ２４セ

ンサスにおける「利用量・搬出先調査票」の報告データに代えることができます。 
 
※１：ＣＯＢＲＩＳ

コ ブ リ ス

 
 国土交通省が開発したＷｅｂオンラインシステム。 
 工事発注者、排出事業者、処理業者間で工事データ、施設データを情報交換することにより、建設

副産物にかかわる需要バランスの確保、適正処理の推進、リサイクルの向上を図ることができる。 
 また、「再生資源利用〔促進〕計画書（実施書）」、「第１１条通知様式」、「建設リサイクルガイドラ

イン様式」のデータの電子入力を行うことができる。一般財団法人 日本建設情報総合センター

（ＪＡＣＩＣ
ジ ャ シ ッ ク

）で運用管理を行っている。 
  ○ＣＯＢＲＩＳに関するホームページ（一般財団法人 日本建設情報総合センター） 
    http://www.recycle.jacic.or.jp/ 
    上記ホームページアドレスは、平成２４年１０月１日現在のものです。 
 
※２：ＣＲＥＤＡＳ

ク レ ダ ス

入力システム 
 国土交通省が開発した電子入力システム。 
 「再生資源利用〔促進〕計画書（実施書）」、「第１１条通知様式」、「建設リサイクルガイドライン様

式」のデータの電子入力を行うことができます。 
  ○ＣＲＥＤＡＳのダウンロードに関するホームページ（国土交通省） 
   http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/recycle/ 
    上記ホームページアドレスは、平成２４年１０月１日現在のものです。 
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＜データの互換性について＞ 
 平成２０年度建設副産物実態調査に対応した「Ｈ２０センサス入力システム」で作

成した提出用ファイルは、Ｈ２４センサス入力システムでインポートすることができ

ます。 
 しかし、前述のとおり、ＣＲＥＤＡＳ入力システム等とデータ形式が異なることか

ら、ＣＲＥＤＡＳ入力システムで作成した提出用ファイルは、Ｈ２４センサス入力シ

ステムではインポートすることができません。 
 
 
＜Ｈ２４センサス入力システムの配布＞ 
 Ｈ２４センサス入力システムは、国土交通省のリサイクルホームページ（URL： 
http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/recycle/）より、「利用量・搬出先調査票入力シス

テム」を利用者が必要に応じて任意にダウンロードします。 
 また、本ソフトウェアおよびマニュアル等を複製、貸与による再配布を許可します

が、無償配布を原則としておりますので、商業用目的のための有償配布はしないでく

ださい。 
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１．目的 
 Ｈ２４センサス入力システムは、国土交通省が建設副産物対策を総合的に推進する

ことを目的に実施するＨ２４センサスにおける「利用量・搬出先調査票」の作成を電

算上で行うことによって、記入負担の軽減等を図るとともに、調査を効率的に行い、

速やかに建設リサイクルの進捗状況を把握することを目的にしています。 
 ※Ｈ２４センサス入力システムの著作権は、国土交通省に帰属します。 
 
２．Ｈ２４センサス入力システムの基本機能と特徴 
２．１ 主な機能 
 Ｈ２４センサス入力システムは、建設副産物実態調査の「利用量・搬出先調査票」

の作成、提出のための調査項目の入力（入力部）、及び登録工事一覧表、提出用ファ

イル等の出力（出力部）の一連の作業を機能化しています。 
 

入力部 出力部 
•新規登録 
•登録データの変更・削除 
•削除データの復元 
•重複データのチェックと削除 
•ファイルインポート（複数ファイル 
 の結合） 

•利用量・搬出先調査票印刷 
•登録工事一覧表印刷 
•提出用ファイル作成 

 
２．２ 特徴 
 Ｈ２４センサス入力システムの活用により、調査を効率的に行い、速やかに建設リ

サイクルの推進状況を把握することができます。Ｈ２４センサス入力システムの活用

によるメリットは、次のとおりです。 
 
●記入者の負担の軽減 
 ・Ｈ２４センサス入力システムでは、入力したデータをＨ２４センサスにおける利

用量・搬出先調査票へ印刷する機能を備えていますので、作成負担を軽減できま

す。 
 ・入力支援機能（リストからの選択による入力、数値の自動計算機能等）により、

入力が容易になっています。 
●データの精度の向上 
 ・電算入力により、記入不備や、ミスを入力時点でチェックできるため、紙ベース

の調査票にあった記入ミス等を少なくし、データの精度が向上します。 
●発注者のチェック負担の軽減 
 ・入力時にデータのチェックがかかるため、発注者のチェック項目が少なくなり、

データチェックのための負担が軽減されます。 
●電算データの活用 
 ・電算データのため、紙に比べ管理・保管しやすくなります。 
●調査期間の短縮、コスト縮減 
 ・電算化されたデータで提出することにより、電算データ化作業の削減、データチ

ェックにかかる期間等が短縮され、調査費が節減されるとともに、早期の取りま

とめが可能です。 
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２．３ 動作環境 
 

CPU／メモリ お使いのＯＳが奨励する環境以上 
ディスプレイ（解像度） 
      （色数） 

1024×768 以上 
256 色以上 

基本ソフトウェア Windows98/Me 
Windows2000 Professional 
WindowsXP home/Professional 
WindowsVista Ultimate 
        Business/Enterprise 
        HomePremium/Home Basic 
Windows7 Ultimate/Professional/Enterprise/
      Home Premium/Home Basic 

 ※Microsoft、Windows、Windows Vista は、米国 Microsoft Corporation の米国

およびその他の国における登録商標です。 
 ※その他、本文中に記載されている会社名、製品名は、それぞれの各社の商標、登

録商標、商品名です。 
  なお、本文中には TM および(R)マークは明記していません。 
 
 
２．４ 活用フロー 
 Ｈ２４センサス入力システムへの登録から、提出用ファイルの提出までの活用方法

は、次のとおりです。 
 

登録データ

提出用ファイル作成
発注者もしくは

連絡協議会へ提出

工事概要、建設資材利用、
建設副産物の登録・登録
データの修正

該当工事選択して作成し
たファイルを保存して、
提出  

 
 Ｈ２４センサス入力システムで作成したデータは、必ず「提出用ファイル」（ＬＺ

Ｈの圧縮ファイル）で提出してください。 
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Ｈ２４センサス入力システム 全体図 

起 動

（初期画面）

（データ登録）

（重複データのチェックと削除）、（削除）

（データ登録画面：工事概要）

（調査票印刷） （印刷ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ）

（印刷）

（印刷ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ）

（印刷）

（登録一覧表印刷）

（提出用ﾌｧｲﾙ作成）

（ﾌｧｲﾙｲﾝﾎﾟｰﾄ）

（提出用ﾌｧｲﾙ）

（ﾌｧｲﾙの指定）

（提出用ﾌｧｲﾙ）

（ﾌｧｲﾙの指定）

終 了
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３．操作方法（「操作マニュアル」） 
３．１ Ｈ２４センサス入力システムの起動 
 [スタート]メニューから、[スタート]→[プログラム]→[Ｈ２４センサス入力システ

ム]→[Ｈ２４センサス入力システム]を選択してください（画面－１）。 
 Ｈ２４センサス入力システムが起動します。 

 

 
画面－１ Ｈ２４センサス入力システムの起動 

 
 Ｈ２４センサス入力システムを起動すると、次の「メニュー（初期画面）」が表示

されます（画面－２）。 
 

 

画面－２ メニュー（初期画面） 
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３．２ データ登録 
 「メニュー（初期画面）」より、[データ登録（追加・変更・削除）]のボタンをクリ

ックしてください。 
 次のデータ登録メニューが表示されます（画面－３）。 
 

 
画面－３ データ登録メニュー 

 
 
 新規登録の入力の流れは、「工事概要」→「建設資材利用」→「建設副産物発生・

搬出」→「登録作業の完了」となります。 
 「工事概要」の必須項目を入力しないと次の項目の入力ができません。 
 また、それぞれの入力画面の赤字となっている項目は入力が必須、青字となってい

る項目は入力不要となっています（自動計算により算出）。 
 また、入力画面下（画面－４）には、選択されている項目の入力方法に関するコメ

ントが表示されますので、入力の参考としてください。 
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（１）新規登録 
①工事概要の入力 
 データ登録メニューで[新規登録]を選択すると、新規の工事を登録するため、最初

に工事概要が表示されます（画面－４）。 
 調査項目の入力及び選択を行ってください。なお、入力方法に関するコメントは、

画面下部に表示されますので、それに従って入力してください。 
 工事概要の入力（必須項目（赤字））が完了しないと、[建設資材利用]、[建設副産

物発生・搬出]を入力することができません。 
 ※データを保存しないで終了する場合は、[登録キャンセル]をクリックしてくださ

い。 
 

入力方法に関するコメントが表示されます

 

画面－４ 工事概要の入力画面 
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②建設資材利用の入力 
 画面上の「建設資材利用」のタブを選択し、さらに入力する品目のタブを選択しま

す。画面の内容にしたがって、項目の入力及び選択を行ってください（画面－５）。 
 

建設資材利用タブ
品目タブ

クリアボタン

削除チェックボックス

行移動ボタン

 
画面－５ 建設資材利用の入力画面 

（例：建設発生土（第１種～第４種建設発生土、浚渫土以外の泥土） 
 
 画面左にある[▲▼]ボタンをクリックすると、入力行が移動し、「供給元別内訳」の

３箇所目以降について入力することができます（画面－５）。 
 入力行の再入力を行う場合、該当入力行右にある[クリア]ボタンをクリックするこ

とで、該当入力行に入力さているデータをクリアすることができます（クリアした内

容の復元はできませんので、注意ください）。 
 また、一旦入力した行が不要の場合、入力行の右にある[削除]チェックボックスに

チェックを入れることで、該当入力行の削除を行うことができます。[削除]チェック

ボックスにチェックのある入力行は、入力不可となり、登録完了時に完全に削除され

ます（登録完了前に[削除]チェックボックスのチェックを外すことで、削除の取り消

しをすることができます）。 
 「供給元別内訳」の供給元別に入力が必要な品目は、土質改良土、建設発生土、浚

渫土、建設汚泥処理土、再生コンクリート砂のみです。それら以外の品目については

入力画面に沿って入力してください。 
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③建設副産物発生・搬出の入力 
 画面上部の「建設副産物発生・搬出」のタブを選択し、さらに入力する品目のタブ

を選択します。 
 画面の内容にしたがって、項目の入力及び選択を行ってください（画面－６）。 
 

建設副産物発生・搬出タブ
品目タブ

クリアボタン

削除チェックボックス

行移動ボタン

 
画面－６ 建設副産物搬出の入力画面（例：コンクリート塊） 

 
 
 画面左にある[▲▼]ボタンをクリックすると、入力行が移動し、搬出先の３箇所目

以降について入力することができます（画面－６）。 
 入力行の再入力を行う場合、該当入力行右にある[クリア]ボタンをクリックするこ

とで、該当入力行に入力さているデータをクリアすることができます（クリアした内

容の復元はできませんので、ご注意ください）。 
 また、一旦入力した行が不要の場合、入力行の右にある[削除]チェックボックスに

チェックを入れることで、該当入力行の削除を行うことができます。[削除]チェック

ボックスにチェックのある入力行は、入力不可となり、登録完了時に完全に削除され

ます（登録完了前に[削除]チェックボックスのチェックを外すことで、削除の取り消

しをすることができます）。 
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④画面上の一覧からの選択について 
 工事場所（工事概要の入力画面）、供給元の住所（建設資材利用の入力画面）、搬出

先場所（建設副産物発生・搬出の入力画面）の住所選択については、項目右方にある

[選択]ボタンをクリックすることで表示される、住所検索画面より選択してください

（画面－７）。 
 ※画面左上[都道府県]プルダウンより「都道府県」を選択することで、画面中央[市

区町村]リストに該当都道府県の市区町村一覧が表示されます。 
 ※都道府県の選択後、画面右上[（前方一致検索）]記入欄に直接市区町村の頭の文

字（漢字）を入力すると、一覧の中で入力した文字からはじまる市区町村にジャ

ンプします。 
 ※該当の市区町村を選択し、画面右下[確定]ボタンをクリックしてください。 
 

 
画面－７ 住所検索画面 

 
 
 発注機関、及びそのほかの調査項目でコード化されているものについては、プルダ

ウンより、画面上に一覧を表示し、一覧から選択してください。 
 ※選択した内容を取り消す場合、該当項目にカーソルを合わせ、キーボードの

Delete キーを押してください。 
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⑤システムによるエラーチェックについて 
 調査項目の入力内容に矛盾がある場合に、画面にエラーメッセージが表示されます。 
 エラーメッセージには、必ず修正しなければいけないもの（必須エラー）と、確認

だけを促すもの（警告エラー）があります。 
 
 必須エラー：修正が必要な項目です。内容の矛盾を修正しなければ、登録を完了す

ることができません。必須エラー項目は赤色で表示されます。 
 
 警告エラー：必ずしも間違いではないが、記載内容について確認が必要な項目です。 
       内容を確認し内容が正しければ、登録を完了してください。警告エラ

ー項目は黄色で表示されます。 
 
 ※エラー項目にマウスカーソルを合わせることで、エラーの内容を確認することが

できます（画面－８）。 
  例：②搬入利用量（Ａ）は、④②のうち再生資材利用量合計より小さい値が入力

されています。 
 

 
画面－８ エラーメッセージ 例：利用量＜再生資源利用量の場合 
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（２）登録済みデータの変更・削除 
 登録済みデータの変更・削除の手順は、「メニュー（初期画面）」から「データ登録

（追加、変更、削除）]→[登録済のデータ変更・削除]を選択します。 
 
＜検索方法＞ 
①[登録済データの変更・削除]を選択すると、「登録済データの検索」画面が表示され

ます（画面－９）。 
②すべての工事を表示する場合は、[すべて指定無し］ボタンをクリックしてから［検

索］ボタンをクリックしてください。 
 
 データを絞り込む場合は、検索条件の項目をプルダウンより指定し、[検索]ボタン

をクリックしてください。 
 
 条件に該当する工事のみ表示されます（該当する工事がない場合は、「検索条件に

該当するデータはありません。」と表示されます）。 
 

 
画面－９ 登録済みデータの検索（登録済みデータの変更・削除） 

マーク 
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＜工事の選択＞ 
③検索結果の登録工事リストが表示されますので、変更・削除を行う工事のマーク欄

をクリックして、チェック（レ印）をいれてください（複数選択可）。チェック後、

[確定]ボタンをクリックしてください（画面－１０）。 
 

 
画面－１０ 登録工事の選択（登録済みデータの変更・削除） 
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＜登録済データの修正・削除＞ 
④選択した工事の「工事概要」が表示されますので、該当項目を変更してください。

削除する場合は「工事概要」の画面上部の削除フラグにチェック（レ印）をいれ

てください（画面－１１）。 
⑤前頁③で複数の工事を選択した場合で、データの修正・削除後、次の工事へ移動す

る際は「次の登録工事へ」又は「前の登録工事へ」ボタンをクリックしてくださ

い。 
⑥全てのデータを修正した後、[登録作業の完了]ボタンをクリックしてください。 

 
画面－１１ 登録済みデータの変更・削除 

 
●変更・削除したデータについて 
 変更したデータは上書きされます。 
 削除フラグにチェックしたデータは、通常の登録済み工事および工事リスト等の出

力結果から除外されます（調査票等の印刷もできません）。削除フラグにチェックさ

れたデータは、データ登録メニューの[削除データの復元]（次頁参照）により元に戻

すことが可能です。 
 
 ※削除フラグは仮登録データの処理や二重登録してしまったデータの片方を削除

する際に活用する機能です。 
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（３）削除データの復元 
 削除データの復元の手順は、「メニュー（初期画面）」から「データ登録（追加、変

更、削除）]→[削除データの復元]を選択します。 
 
①データ登録メニューで[削除データの復元]を選択すると、削除フラグのチェックさ

れたデータを絞り込むための検索画面が表示されます（画面－１２）。 

 
画面－１２ 削除データの復元の検索 

 
②すべての削除工事を表示する場合は、[すべて指定無し］ボタンをクリックしてか

ら［確定］ボタンをクリックしてください。 
 データを絞り込む場合は、検索条件の指定を行い、[検索]ボタンをクリックしてく

ださい。 
 条件に該当する工事のみ表示されます（該当する工事がない場合は、「検索条件に

該当するデータはありません。」と表示されます）。 
③検索結果の登録工事リストが表示されますので、削除データの復元を行う工事のマ

ーク欄にチェック（レ印）をいれてください。チェック後、[確定]ボタンをクリッ

クしてください。 
④復元方法に関するメッセージが表示されますので、内容を確認後、[ＯＫ]をクリッ

クしてください（画面－１３）。 
⑤選択した工事の「工事概要」の画面上部の削除フラグのチェック（レ印）をはずし

てください。 
⑥[登録作業の完了]ボタンをクリックしてください。 

マーク 
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画面－１３ 削除データの復元 

 
（４）重複データのチェックと削除 
 重複データのチェックと削除は、間違って同じ工事を登録してしまった場合や、同

じ工事データの入った提出用ファイルをインポートしてしまった場合などに、重複デ

ータの候補を表示し、重複データを容易に無効化（削除フラグにチェック）できる機

能です。 
 重複データのチェックと削除の手順は、「メニュー（初期画面）」から「データ登録

（追加、変更、削除）」→[重複データのチェックと削除]を選択します。 
 
 ①データ登録メニューで[重複データのチェックと削除]を選択すると、「重複条件選

択メニュー」画面が表示されます（画面－１４）。 
 
 ②重複条件は、完全に一致するものと、条件の厳しいものから緩いものまでの３段

階があり、また、すべての工事を表示することができます。条件を選択して[検
索]ボタンをクリックしてください（各条件選択ボタンをクリックすると、重複

条件の項目が説明されます）。 
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重複条件の説明

 
画面－１４ 抽出条件選択メニュー 

③条件にあった重複工事候補のリストが表示されるので、重複している工事のうち、

削除するデータの[削除フラグ]欄にチェック（レ印）をいれて[削除]ボタンをクリッ

クしてください（画面－１５）。なお、データを修正する必要がある場合は、修正方

法等については、１３頁を参照。 

 
画面－１５ 重複工事リスト 

マーク
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３．３ 利用量・搬出先調査票印刷 
 利用量・搬出先調査票印刷の手順は「メニュー（初期画面）」より、 [利用量・搬

出先調査票印刷]→[利用量・搬出先調査票印刷]（画面－１６）から工事を１件選択→

[プレビュー]ボタンクリック→[印刷]画面（画面－１７、画面－１８）となります。 
 
※本印刷機能は、工事１件のみとなります。複数工事の印刷はできません。 
※お使いのプリンタによって、印刷設定（用紙の選択、余白設定など）を行う必要が

あります。 
※Ａｃｃｅｓｓの印刷機能（[メニュー]→[印刷]）は、使用しないでください。 
 
①[メニュー（初期画面）]より[利用量・搬出先調査票印刷]ボタンをクリックすると、

[利用量・搬出先調査票印刷]画面（画面－１６）が表示されます。 
②すべての工事を表示する場合は、[すべて指定無し］ボタンをクリックしてから［検

索］ボタンをクリックしてください。 
 データを絞り込む場合は、検索条件の指定を行い、[検索]ボタンをクリックしてく

ださい。 
 条件に該当する工事のみ表示されます（該当する工事がない場合は、「検索条件に

該当するデータはありません。」と表示されます）。 
③検索結果の登録工事のリストが表示されますので、利用量・搬出先調査票印刷を行

う工事の[マーク欄]にチェック（レ印）をいれてください（１工事のみ）。チェッ

ク後、[プレビュー]ボタンをクリックしてください（画面－１７、画面－１８）。 
 
※[印刷（Ａ４横）]または[印刷（Ａ３横）]ボタンをクリックした場合は、プレビュ

ーを表示せずに直接プリンタに印刷されます（用紙はボタンに表記されている用

紙サイズで印刷されます）。 
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画面－１６ 個票印刷の選択 

 
④[プレビュー]ボタンをクリックすると画面上で「利用量・搬出先調査票」を確認で

きます（画面－１７、画面－１８）。 
 「利用量・搬出先調査票印刷」画面に戻るには、「利用量・搬出先調査票」画面右

上の[×]ボタンをクリックしてください。 
⑤[印刷]ボタンをクリックし、印刷してください。印刷が終わりましたら、「利用量・

搬出先調査票印刷」画面（画面－１６）の[戻る]ボタンをクリックして「メニュー

（初期画面）」に戻ってください。 

マーク 
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×ボタンを押して、この画面を閉じ、前の画面に戻る

 

画面－１７ 利用量・搬出先調査票（利用量調査） 
 

×ボタンを押して、この画面を閉じ、前の画面に戻る

 
画面－１８ 利用量・搬出先調査票（搬出先調査） 
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３．４ 登録工事一覧表印刷 
 登録工事一覧表印刷の手順は「メニュー（初期画面）」より、[登録工事一覧表印刷]
ボタンクリック→[登録工事一覧表印刷]画面（画面－１９）から工事を選択→[プレビ

ュー]ボタンクリック→[印刷]画面（画面－２０）となります。 
 
※お使いのプリンタによって、印刷設定（用紙の選択、余白設定など）を行う必要が

あります。 
 
①[メニュー（初期画面）]より[登録工事一覧表印刷]ボタンをクリックすると、[登録

工事一覧表印刷]画面（画面－１９）が表示されます。 
②すべての工事を表示する場合は、[すべて指定無し］ボタンをクリックしてから［検

索］ボタンをクリックしてください。 
 データを絞り込む場合は、検索条件の指定を行い、[検索]ボタンをクリックしてく

ださい。 
 条件に該当する工事のみ表示されます（該当する工事がない場合は、「検索条件に

該当するデータはありません。」と表示されます）。 
③検索結果の登録工事リストが表示されますので、登録工事一覧表印刷を行う工事の

[マーク欄]にチェック（レ印）をいれてください（複数選択可）。チェック後、[プ
レビュー]ボタンをクリックしてください（画面－２０）。 

 
 ※[登録工事一覧リスト]は登録済み工事の工事概要の一覧表です。 
 ※[印刷（Ａ４横）]ボタンをクリックした場合は、プレビューを表示せずに直接プ

リンタに印刷されます。 
 
④［プレビュー］ボタンをクリックすると選択した工事の「登録工事一覧リスト」を

確認できます（画面－２０）。 
 「登録工事一覧表印刷」画面に戻るには、「登録工事一覧リスト」画面右上の[×]

ボタンをクリックしてください。 
 
⑤画面左上の[ファイル]より[印刷]ボタンをクリックし、印刷してください。印刷が

終わりましたら、「登録工事一覧表印刷」画面の[戻る]ボタンをクリックして「メ

ニュー（初期画面）」に戻ってください。 



 23

 

 
画面－１９ 登録工事一覧表の選択 

 

×ボタンを押して、この画面を閉じ、前の画面に戻る

 
画面－２０ 登録工事一覧リスト 
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３．５ 提出用ファイルの作成 
 Ｈ２４センサス入力システムに登録したデータをＣＤ－Ｒ等に記録できます。 
 提出用ファイルの作成は「メニュー（初期画面）」より、[提出用ファイル作成]→[登
録済データの検索]→[登録工事リスト]→[提出用フォルダの指定]となります。 
 ①「メニュー（初期画面）」から[提出用ファイル作成]を選択すると、「登録済デー

タの検索」画面が表示されます（画面－２０）。 
 ②すべての工事を表示する場合は、[すべて指定無し］ボタンをクリックしてから

［検索］ボタンをクリックしてください。 
  データを絞り込む場合は、検索条件の指定を行い、[検索]ボタンをクリックして

ください。条件に該当する工事のみ表示されます（該当する工事がない場合は、

「検索条件に該当するデータはありません。」と表示されます）。 
 ③検索結果の登録工事リストが表示されますので、出力する工事の[マーク]欄をク

リックして、チェック（レ印）をいれてください（複数選択可）。チェック後、[確
定]ボタンをクリックしてください。 

 

 
画面－２０ 提出用ファイル作成 

マーク 
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④「提出用ファイル名を指定してください」画面で「提出用ファイル」の保存先とフ

ァイル名を入力して、［開く］ボタンをクリックしてください（画面－２１）。 
 

ファイル名を入力

保存先を指定

 
画面－２１ 提出用ファイルの保存先とファイル名の指定 

 
⑤「提出用フォルダの指定」画面に戻りますので、保存先とファイル名を確認して、

［確定］ボタンをクリックしてください。 
 ファイルが作成され、「メニュー（初期画面）」に戻ります。 
 
 なお、提出ファイル名をつけるにあたって、出力先のフォルダに同名の提出用ファ

イルが存在するとデータは上書きされますので、ご注意ください。 
 また、提出用ファイルと同じ保存先に［ファイル名］.txt ファイルが作成されます

（［ファイル名］は上記④で入力したファイル名が入ります）。［ファイル名］.txt に

は、提出用ファイルのファイル名、ファイルサイズ、作成日時、登録件数が記録され

ていますので、提出用ファイル作成時の確認等にご利用いただけます。 
 
 ファイルを発注者や協議会等へ提出する際は、ＣＤ－Ｒ等の電子媒体にファイルを

コピーしてください。 



 26

３．６ ファイルインポート（複数の提出用ファイルを結合） 
 「ファイルインポート」機能で、[提出用ファイルの作成]で作成した「提出用ファ

イル」のデータを取り込むことができます。 
 これにより、複数の「提出用ファイル」を１つのファイルにとりまとめることがで

きます。 
 ファイルインポートの手順は、「メニュー（初期画面）」より、[ファイルインポー

ト]→[インポートファイルの指定]となります。 
 
（１）ファイルインポート 
 結合する提出用ファイルが入ったＣＤ－Ｒなどの電子媒体をドライブに挿入して、

提出用ファイルをデスクトップ等へ一旦コピーしてください。その後、「メニュー（初

期画面）」より［ファイルインポート］をクリックしてください。 
 
 ①「ファイルインポート（ファイル取り込み）」画面が表示されますので、「登録済

データの最後尾にインポート」、「登録済データ全削除後、インポート」のいずれ

かを選択してください（画面－２２）。 
 

 
画面－２２ ファイルインポート 

選択

クリック 
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②［参照］ボタンをクリックして、「提出用ファイル名を指定してください」画面で

インポートする提出用ファイルを指定してください（画面－２３）。 
 

 
画面－２３ インポートファイル名の指定 

 
 
③取り込む「提出用ファイル」を選択して、［開く］ボタンをクリックしてください。 
④［確定］ボタンをクリックしてください（画面－２２）。 
⑤確認のメッセージが表示されますので［はい］を選択してください。 
※過去にインポート済みの「提出用ファイル」については、データ重複を避けるため、

データ追加型のインポート方法ではインポートできない仕様となっています。 
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（２）インポート履歴 
 ファイルインポートした内容（インポート日時、ファイル名、サイズ、作成日時、

登録件数）を確認することができます。 
①「メニュー（初期画面）」より［ファイルインポート］をクリックしてください。 
②「ファイルインポート」画面が表示され、インポート履歴がリスト表示されますの

で、内容を確認してください（画面－２４）。 
 

 
画面－２４ インポート履歴 

 
 
③[戻る]ボタンをクリックすると、「メニュー（初期画面）」に戻ります。 
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４．提出用ファイルの構成 
 [提出用ファイルの作成]を実行すると、指定したフォルダに[ファイル名].lzh とい

うＬＨＡ形式の圧縮ファイルと[ファイル名].txt が作成されます（[ファイル名]は提

出用ファイル作成時につけたファイル名となります（「３．５ 提出用ファイルの作

成」参照）。 
 ファイルの提出及び回収したファイルのインポート（「３．６ ファイルインポー

ト」参照）は、圧縮されたこの形式で行います。 
 このファイルを解凍すると、ＣＳＶ（カンマ区切り）形式ファイルが６個、及びフ

ァイル情報、登録件数等が記載されたテキストファイルが作成されます（解凍するに

はＬＨＡを解凍するためのソフトウェアが必要です）。ＣＳＶファイルは、登録工事

データの固有情報、工事概要、建設資材利用、建設資材利用内訳、建設副産物発生、

建設副産物搬出のデータのファイルであり、各ファイルの１列目にある[工事ＩＤ]で
関係付けしています。 
 作成されるＣＳＶファイルの内容は、次のとおりです。 
 

ファイル名 内 容 
EE_01.CSV 登録工事データの固有情報 
EE_02.CSV 工事概要のデータ 
EE_03.CSV 建設資材利用のデータ 
EE_04.CSV 建設資材利用内訳のデータ 
EE_05.CSV 建設副産物発生のデータ 
EE_06.CSV 建設副産物搬出のデータ 
***.txt *** の部分には保存ファイル名と同一のものが入る。 
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５．よくある問い合わせ 
Ｑ１.エラーメッセージが表示されてインストールすることができません。 
Ａ１.インストール時に Windows にログインしているアカウントが、管理者権限を持

っているアカウントである必要があります。ログインしなおした後に、インスト

ールをお試しください。 
 
Ｑ２.ＣＲＥＤＡＳ入力システムがインストールされているのですが、Ｈ２４センサス

入力システムをインストールする前に削除する必要はありますか。 
Ａ２.ＣＲＥＤＡＳ入力システムを削除する必要はありません。 
 
Ｑ３.計画時のデータは作成する必要はありますか。 
Ａ３.Ｈ２４センサス入力システムは、Ｈ２４センサスにおける「実績調査」を行うた

めのシステムであるため、計画時のデータは作成する必要はありません。実績デ

ータのみ作成してください。 
 
Ｑ４.ＣＲＥＤＡＳ入力システムで作成したデータの取り込みはできますか。 
Ａ４.ＣＲＥＤＡＳ入力システムで作成されたデータを、Ｈ２４センサス入力システム

に取り込むことはできません。 
以上 
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